








































































































二子山古墳 
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おしまい 











おしなべて優れた作品には、明々白々な 
正と明々白々な悪が対比的に描かれる場 
合でさへも、否定されるべき悪に存在感 
と説得力が感じられるものだ。この原則 
は『托卵』にも適用できる。（解説より) 
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特集井口真吾 
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||nr Children 
Z.P.P 

これは Z ちゃんの物語りを 
読むためのテキストです 
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してあ0ましよユ 

「聞きたい？」 
ru ゃぁ聞きたい」 
r 約束の街はね 
猶束の道がぁ 
■観束の i が.患：想羅：_ 

:嫌束益水が.讀^ 

マ：約束©虹を作つい奮 
「聲ん羚が約束聽：，姑 ！ u 

もちろん、 約束の 床 

あるの」 




の中の「じゃあ行くよ」という主人公の声と 


城の中は意外に大きく、主人公が途中で恋を 
との間に何人もの子供をもうける程の時間を 
お城のてっぺんにある『最後の花 j を手に入 
きなかった。やがて彼は年をとり、自分の望 
託して死んだ。子供達は父親の意志を継ぎ、 
けた。子供達の中で最も勇気があり、困難を 
後の花 J を手に入れそうな者が2番目の主人1 
。しかし、 カタツ ムリのお城は予想をはるか 
く、そのうちに山や川までも現れ、いつまで 
後の花 J を見つけることができないまま年を 
。2番目の主人公は1番目の主人公である父 
に、自分の意志を子供達に託した。 

:公の代になっても、お城の中はきりがなか〇 
ろか、ますます頂点は速ざかっていくょうな気 
10 

死にものぐるいで先へ先へと行きたが〇た。あ 
克服し、ちょっとした恋をし、ばかばかしいほ 
てしまったカタツムリのお城の中を、登って 











13 番目の主人公 M は、それまでの主人公の誰よりも『最後 
の花 J に近そうに見えた。彼は想像可能な限りの美しさと、 
強さと、賢さと、それからお金を持〇ていた。 

彼の家族は日曜ごとに、庭でランチを食べた。彼も彼の妻 
も、娘も、生まれたばかりの息子も、信じられる限りの美し 
さでそこにいた。 

食卓のまわりは辺りよりもずっと明るく輝き食器やテーブル 
は恥ずかしがって小刻みに震え続けた。話し声は、たちまち 
賛美歌となって天に上り〇める。 

冬になっても庭には緑が絶えず、花は喜びを隠しきれずに咲 
きみだれた。 

町の人々は美しいランチ風景を見物しようとぞろぞろ集まっ 
てくる。 

年頃の娘達のため息は、熱をもったまま丘をギャロッブで駆 
け上がる。 

希望を失いかけた郵便配達夫の大粒の涙。 

誰もが M が r 最後の花 j を手に入れることを信じて疑わな 
かった。 

ところが M は r 最後の花 j を手に入れることなくあっけなく 
死んで しまう。 

彼には N (ナンシー)という6歳になる息子がいた。物語の 
主人公は M から彼の幼い息子である N (ナンシー)に移った 
のだ。やがて N は母親も、お姉さんも、幸福な思い出も失っ 
てゆく。かわいそうな N は、何も出来ない子供のままやがて 
絶望し床に倒れてゆく。 

物語はこれで終わったのだろうか。 r 最後の花 j を手に入れ 
ること 無く、物語は絶望して しまった のだろうか。 

物語は終わらなか〇た。14番目の主人公 N が絶望して横に 
倒れたとたんに26番目の主人公になるはずだった Z が生ま 
れた。 N I Z 。 

夢を叶えようとして、ヵ タツ ムリのお城に入った主人公の子 
孫は、今や何十值人にも達していた。それでも ヵツ ムリのお 
城は、そこがお城であることなど、誰も気ずかぬ程巨大なも 
のになっていた。 

気が遠くなるような苦労を重ねても、手に入れようとした 
r 最後の花 j によ〇て叶えようとしている夢とは、一体どん 
な夢なのだろうか。 


































































































A 理本 


世二上実 


に何が見える？」 

R 「トンガリ帽子さ」 

乙「ちょっと子供っぽすぎやしない 
かな」 

R 「いやならぬげばいいんだよ」 

Z 「リチャード•セツクス？」 

R 「なんだい」 

Z 「僕達は本当の親友かなあ」 

R 「まちがいないよ、僕のおじさん 
も言ってたさ」 
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古川さん 


r 欲を敎大ばね 
9 9 9一は〇少し 
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陸した 
迷路学 
重蜾旋 
んだか 































小人速が ！ i 
てゆけるの 
つた小人;# 
作業にと h 
へヴン、错 
悪、大人> 
去、等あ^ 


，も良く知 
く子供達- 
に 世界の 
丨ズへヴ、 
，る夢の世 
'連中は夢 

いた。彼 
連中だ。 . 


:はいつも 
つ山、そ. 


い世界は f 最後の花 J といぅ物語が始ま 
ずっと平行して存在した。見えない世界 
と埃にまみれて働くおかげで物語は進行— 
だ。 N の世界では疲れ果てボロボロに、 
だったが、 Z の世界では途中から壁を壊 
かか〇た。やがてロータスへヴンとロー 
神と物質、形而上と形而下、有と無、善 
子供、生と死、美と醜、男と女、未来と 
ゆる相対的なものが、その境界を徐々に 




















秦蒎 


かつて、目覚めるとすぐ絶望してまた寝込 
む毎日でした。 


バラには助けられたことがあります。本当 
に苦しかつた頃、全てを失〇ていた僕を支え 
てくれたのは、彼女だったのです。 


本が出るまでの8年間の自分の人生は、実 
際に迷路学習している様なものでした。 

でも、やつと自分自身に迪り着けたような 
気がします。 


広島時代は思い悩んでばかりいました。 
大学を卒業した後も、社会的な目的も見つ 
けられなくてフラフラしてました。そんな 
時、たまたま手相を観てもらつたことがあ 
るんです。すると「三十迄は定職もない 
が、それを過ぎれば大成功する」と言ぅん 
ですょ。笑われるかも知れません が、 占い 
師が無貴任に言ったに違いないその言葉 
に、僕は結構引きずられたんです。もぅ三 
十越えたんですけどね。 

東京に来てからは、目がまわる程の偶然 
ばかりが起こりました。 

何も出来ない自分ですが、運と、ぺテン 
と、 過剰な自信だけは あるよう に思えるん 
んです。 


1984年に設立した r チユー リッ ブ 
ゥ ォーター•ィンターナショ ナル J は希望者 
に毎年チユー リップの 球根を送り続けていま 
す。将来は『チユー リッ ブゥォ ータ！ | 
ミユージアム」といぅ公園を造り、そこから 

世界中に球根を発 
送したいと夢見て 
f .1 います。公園には 

美術館や、花時計 
や、噴水がありま 
す。地下には核 
シエルター が あ〇 
て、それは映画館 
にもなつているの 
です。そしてその 
公園は金持ちも貧 
乏人も、老人も子 
供も、男も女も、 

猿も小鳥も和める 














Photo Jun Yamanaka 


私がす 


んそ体ん代 


は宙感え 


の実神間生望せゆ続で目 


か越穴ら大社と 
なえをれな会言 


なや持で発 




誇大妄想かも知れませんが 
と〇て身近な問題です。昔、 
だ〇たと思ぅんです。 つまり 
員が愛していた。それが何時 
ター) に変つてい〇た。美し 
は 足りなくなつ たのです。そ 
対象は彼方に輝いていたので 
の人が、自身の内に宇宙を持 
ないかという考えが現れてき 


、宇宙は僕に 
愛の対象は太陽 
一つの対象を全 
しか星(ス 
いものが一つで 
れでもまだ愛の 
すが、今や全て 
つているのでは 


自身の内側にこそ存 
在す ると。 それは利 
己的に といぅの では 
なく、全ての人々が 
同等に神を持つこと 
による超肯定的な世 
界の訪れを示唆して 
いるのだと思いま 
す。決して言い切れ 
ることなどでは あり 


お金って 
象徴だと 

のエネル 
思います 
ぎて形が 
って、逆 
です。そ 
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